
岡山県教育庁義務教育課
令和８年１月２８日

Ⓒ岡山県「ももっち」

児童生徒の「学ぶ力」育成通信 No.１５

R8年度全国学力・学習状況調査では、中学校英語調査がCBT形式で実施されます。生徒や教師が端
末を用いた調査を円滑に行えるよう、サンプル問題がMEXCBTに搭載されています。本号では、特に「書く
こと」の領域を中心にサンプル問題の出題形式・解答方式等を紹介します。

読むこと

書くこと

タブの切り替えによる情報の読み取り

や、選択肢の単語を移動して解答する
形式など、さまざまな解答方法が盛り
込まれています。

学校の英語版Webサイトに学校行事を紹介する文
章を15語以上30語以内の英語で解答する問題です。
キーボード入力での解答が求められます。

聞くこと

再生ボタンをクリックして音声を聞き、

質問に回答する問題です。スピーチを聞
いた後、その内容に合わせて話した順番
にスライドを選択します。

友達の発表を聞き、１分間考えて、「あ

なたの考え」と「なぜ、そう考えるか」を英
語で話す問題です。短い時間で自分の
考えを話す力が求められます。

話すこと

その他の問題について

○ サンプル問題は、今回紹介したものを含めて全11問で
す。今号で紹介していない問題については、国立教育政策
研究所ＨＰで確認できます。

○ 【別紙】にある「MEXT英語」を活用して英文タイピン
グに取り組むことができます。

英語調査に向けた事前検証は、令和8年2月から3月中旬までの期間において、各学校が任意
に設定した日の実施になります。対象は、現中学2年生です。実施の詳細については、実施マニュ
アルを参照してください。円滑な実施に向け、御協力をお願いします。

解答にあたっては、英文を考える力だけでなく、限ら
れた時間内にキーボードで英文を入力する力も求め
られます。
授業の中で英文のタイピング練習に取り組む
機会を設けるなど、工夫が必要です。

発表用スライドの作成において、英文
をタイピングして入力するようにする。

小テスト等でExcelやGoogleフォームを活用し、単語や英文
をタイピング入力する機会を設ける。

事例①

事例②

英文タイピングの指導例

事前検証について 事前検証の実施マニュアルについては、１月中にWebシステムにおいて配信する予定


